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（部内資料）
2025年原水爆禁止国民平和行進
６月30日（月）～７月７日（月）

第31回安全衛生基礎講座
第１講座・第２講座　６月28日（土）13：00～16：30
第３講座・第４講座　７月５日（土）13：00～16：30
両日とも国労大阪会館３階大会議室
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る
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医
療
体
制
に

医
療
体
制
に

　

２
０
２
５
年
３
月
に
自
民

・
公
明
・
維
新
の
３
党
合
意

で
「
国
民
医
療
費
を
年
間
で

最
低
４
兆
円
削
減
す
る
」
点

を
検
討
し
て
い
く
と
発
表
さ

れ
、
日
本
病
院
団
体
協
議
会

は
「
ま
っ
と
う
な
医
療
提
供

を
継
続
で
き
な
く
な
る
」
と

警
戒
感
を
示
し
ま
し
た
。
高

齢
化
の
進
行
や
医
療
資
器
材

・
薬
剤
の
高
騰
な
ど
を
考
え

る
と
、
国
民
医
療
費
の
増
加

は
自
然
な
こ
と
で
す
。
対
し

て
「
医
療
費
を
削
減
＝
公
定

価
格
の
低
下
」
と
考
え
る
と

「
医
療
機
関
の
経
営
悪
化
＝

医
療
従
事
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
引
き
下
げ
＝
退
職
に
よ

る
医
療
従
事
者
不
足
」
と
い

う
負
の
連
鎖
が
起
こ
り
ま

す
。
現
在
、
保
険
医
療
機
関

よ
り
も
自
費
診
療
で
あ
る
美

容
整
形
の
方
が
賃
金
・
労
働

条
件
が
い
い
と
、
人
材
が
地

域
医
療
を
守
る
医
療
機
関
か

ら
流
出
し
て
い
ま
す
。
来
る

参
議
院
選
挙
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
経
験
し
た
医
療
崩
壊
を
さ

ら
に
悪
化
さ
せ
る
の
か
、
そ

の
経
験
を
基
に
、
い
つ
で
も

　

子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
侵

害
す
る
「
穴
あ
き
」（
教
員

未
配
置
）
や
長
時
間
過
密
労

働
の
解
消
、
管
理
・
統
制
で

は
な
く
、
民
主
的
な
教
育
を

す
す
め
て
い
く
に
は
、
い
ま

の
政
策
を
抜
本
的
に
変
え
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の

「
給
特
法
」
改
正
案
は
「
定

額
働
か
せ
放
題
」
を
温
存
し

た
ま
ま
で
、
教
職
員
の
働
き

方
を
さ
ら
に
ひ
ど
く
す
る
内

容
で
す
。

　

教
育
予
算
を
増
や
し
、
教

職
員
増
で
一
人
当
た
り
の
仕

事
量
を
減
ら
す
、
少
人
数
学

級
を
拡
大
し
ゆ
と
り
の
あ
る

教
育
環
境
に
す
る
こ
と
は
多

く
の
教
職
員
の
願
い
で
す
。

私
た
ち
の
要
求
を
実
現
す
る

た
め
に
は
賛
同
す
る
議
員
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
大
教
組　

北
川
委
員
長
）

　

運
輸
業
は
、
多
重
下
請
け

構
造
と
低
運
賃
に
よ
り
長
時

間
労
働
し
な
い
と
人
間
ら
し

い
、
ま
と
も
な
生
活
が
出
来

な
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
態

で
す
。
こ
の
原
因
は
、
１
９

９
０
年
に
行
わ
れ
た
運
輸
業

の
規
制
緩
和
に
よ
る
も
の

で
、
運
輸
業
に
多
く
の
経
営

者
が
参
入
し
た
こ
と
で
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

運
送
価
格
の
引
き
下
げ
競
争

が
激
化
し
た
こ
と
で
す
。
く

わ
え
て
、
荷
主
を
持
た
な
い

今
の
暮
ら
し
や
働
き
方
で
大
丈
夫
？

色
ん
な
分
野
で
見
直
し
て
み
れ
ば
…

ケ
ア
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働
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権
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を
守
ろ
う
！

ケ
ア
労
働
者
の
権
利
を
守
ろ
う
！
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場
へ
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教
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守
ろ
う

子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
守
ろ
う

多
重
下
請
け
構
造
の
改
善
で

多
重
下
請
け
構
造
の
改
善
で

運
輸
労
働
者
の
生
活
改
善
を

運
輸
労
働
者
の
生
活
改
善
を

　

府
民
の
い
の
ち
や
安
全
を

守
る
自
治
体
・
公
共
職
場
の

重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
そ
の
役
割
を
担

う
人
員
体
制
の
危
う
さ
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
で
起
こ
っ
て
い

る
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
破

裂
は
、
イ
ン
フ
ラ
再
整
備
と

災
害
対
策
の
緊
急
性
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
自
公
政
権
、

維
新
政
治
に
よ
る
人
員
削
減

な
ど
で
、
余
裕
が
な
く
な

り
、
目
の
前
の
仕
事
で
精
一

杯
…
。「
職
場
を
良
く
し
た

い
」「
い
い
仕
事
が
し
た

い
」
と
思
っ
て
も
声
を
上
げ

に
く
い
状
況
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
「
憲
法
を
守

り
、
い
の
ち
と
く
ら
し
最
優

先
の
政
治
」
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
住
民
の
願
い
に
応

え
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
自
治
体
・
公

共
職
場
に
す
る
た
め
に
、
対

話
を
広
げ
、
投
票
に
行
っ

て
、
政
治
を
変
え
ま
し
ょ

う
。

（
自
治
労
連　

仁
木
書
記
長
）

出
所
：�

全
教[

教
職
員
勤
務
実

　
　
　
　
態
調
査
２
０
２
２]

教員の時間外労働勤務は平均で過労死ライン（月80時間）超え

参議院選挙参議院選挙もうすぐ

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療

提
供
体
制
に
出
来
る
か
を
左

右
す
る
選
挙
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
時
の
医
療
を
守
る
た

め
に
も
政
治
の
抜
本
的
転
換

を
求
め
ま
し
ょ
う
。

（
医
労
連　

前
原
書
記
長
）

社
会
保
障
費
を
増
や
し
て

社
会
保
障
費
を
増
や
し
て

一
人
ひ
と
り
が

一
人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
る
政
治
を

大
切
に
さ
れ
る
政
治
を

　

社
会
保
障
関
係
費
は
、
物

価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
実

質
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
現
場
で

働
く
労
働
者
の
賃
金
や
暮
ら

し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
や
利
用
者
へ
の
豊

か
な
「
暮
ら
し
の
確
保
」
を

運
輸
企
業
が
下
請
け
と
し
て

仕
事
を
請
け
負
う
と
こ
ろ
が

増
え
た
こ
と
で
、
多
重
下
請

け
構
造
が
出
来
上
が
っ
た
結

果
で
す
。
こ
の
原
因
を
改
善

す
る
に
は
、
法
律
改
正
す
る

し
か
道
が
な
く
、
政
治
闘
争

が
重
要
な
取
り
組
み
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
が
要
求
す
る

「
多
重
下
請
け
構
造
・
適
正

運
賃
の
義
務
化
・
長
時
間
労

働
の
是
正
」
を
叶
え
て
く
れ

る
政
治
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

（
建
交
労　

荻
田
書
記
長
）

国民春闘共闘・全労連主な産業別の賃上げ額の推移
第一次集計同期

2019

10,500

8,500

7,500

6,500

5,500

4,500
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9,500

2020 2021 2022 2023 2024 2025

9900

7786
7506
7007

5411

製造企業

卸売・小売業
マスコミ・出版

介護・社会福祉

医療

※

国
民
春
闘
共
闘
・
全
労
連

の
春
闘
解
答
速
報
を
３

月
第
２
週
に
行
っ
て
い
る

第
１
回
集
計
の
結
果
の

推
移
を
見
た
も
の
で
す
。

大阪府内の自治体職員数の移り変わり
（大阪労連:自治体で働く職員の賃金・労働条件に関する調査より）

正規職員 非正規職員
2006年

職員総数139,285人、
非正規率21％

110,721人 28,564人

2015年
職員総数107,212人
非正規率31％

73,757人 33,455人

2019年
職員総数107,690人
非正規率34％

70,555人 37,135人

2010年
職員総数115,131人
非正規率28％

82,435人 32,696人

2024年
職員総数111,137人
非正規率37％

70,558人 40,579人

小学校 中学校 高校 特別支援学校

平日 ３時間34分 ３時間44分 ２時間57分 ２時間48分

土曜 ３時間15分 ４時間52分 ４時間28分 １時間22分

日曜 １時間49分 ２時間59分 ４時間28分 １時間05分

４週 87時間33分 106時間09分 89時間10分 65時間45分

１ヵ月 93時間48分 113時間44分 95時間32分 70時間26分

一
層
困
難
に
し
て
い
き
ま

す
。
人
勧
の
改
定
に
伴
う

公
定
価
格
の
引
き
上
げ
で

保
育
職
場
の
賃
金
改
善
は

若
干
進
み
ま
し
た
が
、
一

方
で
介
護
・
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
の
賃
上
げ

は
困
難
を
極
め
、
同
じ
福

祉
な
の
に
格
差
が
生
じ
矛

盾
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
関
係
費
の
抑
制

は
、
国
民
が
「
あ
た
り
ま

え
」
に
生
き
て
い
く
こ
と

に
対
し
て
の
後
退
を
意
味

し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
る
政
治
に
転

換
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
福
保
労　

寺
田
書
記
長
）


